
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

～努力は人を裏切る…その先に「好き」の力～ 

 １１月３０日に行われた、小千谷市学童相撲大会に大勢の子が出場しました。みんな「やってや

ろう！」と参加を決心し、稽古を積んで大会に臨みました。優勝した子もいれば、１回戦負けの子

もいました。自分の力に自信をもった子、「勝ちを急いで失敗した」子など、結果は色々です。１２

月２日の全校朝会で賞状伝達をし、子どもたちに伝えたことは「チャンスや可能性はみんなにあり

ます。色々なところにあります。先ずやってみて、試してみましょう。自分のものに出来るものが

あるはずです。」ということです。 

「努力は人を裏切る」。これは漫画家の故・水木しげるさんの言葉です。さらに引用します。 
 

努力しても成功する保証はありません。失敗する可能性の方がはるかに高いのです。しかし、「努力

なんて無駄ではないか！」とはならないのです。「好き」の力を信じて、しないではいられないこと

をし続けていれば、努力すら楽しくなり、努力そのものが喜びに満ちてきます。 

不幸な顔をした人たちは、「成功しなかったら、人生はおしまい」と決め込んでいるのかもしれな

いですね。成功しなくてもいいのです。全身全霊で打込めることを探しましょう。成功や栄誉や勝

ち負けを目的に、ことを行ってはいけないのです。 

世の常識を授けてくれる学校は大事な場所です。しかし、学校の成績にはつながらないかもしれ

ないけれども、興味をもったり、心を動かされたりしたことは、周りからどんなにくだらないと言

われても、とことん突き詰めるのは本当にいいことだと思います。 

いろんなことに興味をもったり、本を読んだり、しゃべったりしていないと、面白い漫画は描け

ないのです。 

 

学習の場やスポーツや習い事など、普段自分が取り組んでいる場で、「とことん打ち込みたくなる

ほど熱中出来ること」を子どもたちが見つけてくれることを願っています。確実に、「幸せな人生」

に繋がって行きます。相撲大会もそのきっかけになったのではないかと思っています。 

  （文責：校長 目黒 栄一） 
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